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諏
訪
信
仰
へ
t
の
思
い
語
る

映
画
「
鹿
の
国
」
公
開
1

年
記
念

あ
す
巷
サ
ー
ク
付
き
特
別
上
映
会

映
画
「
舞
の
国
」
公
開
1
周

年
を
記
念
し
た
リ
バ
イ
バ
ル
上

映
を
行
っ
て
い
る
岡
谷
市
中
央

町
の
映
画
館
・
岡
谷
ス
カ
ラ
座

で
1
0
日
、
ト
ー
ク
付
き
特
別
上

映
会
が
開
か
れ
た
。
上
映
後
に

弘
理
子
監
督
と
大
昔
調
査
会
の

高
見
俊
樹
代
表
が
舞
台
に
立
′

ち
、
撮
影
秘
話
や
諏
訪
信
仰
に

寄
せ
る
思
い
を
熱
く
語
り
合
っ

た
が
ト
ー
ク
付
き
上
映
は
H
、

1
2
日
に
も
行
わ
れ
る
。二
浜
武
司
）

「
鹿
の
国
」
は
、
農
耕
と
狩
猟

が
密
接
に
関
わ
る
諏
訪
大
社
の
四

季
の
祭
礼
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
。
諏
訪
信
仰
研
究
者

の
北
村
皆
雄
さ
ん
＝
伊
那
市
出
身
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1
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－
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－
－
－
－
1
－
－
－
・

諏
訪
信
仰
に
つ
い
て
語
る
弘

監
督
㊨
と
高
見
さ
ん

＝
が
代
表
を
務
め
る
映
像
会
社
が

諏
訪
大
社
の
協
力
を
得
て
制
作
。

日
本
最
古
の
神
社
の
一
つ
・
諏
訪

大
社
で
長
ら
く
畏
怖
と
謎
に
包

ま
れ
て
き
た
中
世
の
祭
礼
「
御
室

神
事
」
の
再
現
を
記
録
し
て
い

る。

「
鹿
の
国
」
は
芋
キ
ユ
メ
ン
ダ

リ
ー
と
し
て
は
全
国
で
異
例
の
ヒ

ッ
ト
を
し
た
作
品
。
ス
カ
ラ
座
で

も
昨
年
正
月
か
ら
約
2
カ
月
間
上

映
。
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪

れ
る
な
ど
予
想
以
上
の
反
響
で
、

若
者
や
複
数
回
鑑
賞
す
る
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
弘
監

督
と
高
見
さ
ん
が
映
画
の
撮
影
秘

話
や
諏
訪
信
仰
に
つ
い
て
語
り
争

っ
た
。
弘
監
督
は
「
諏
訪
に
は
何

か
が
あ
る
と
本
能
的
に
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
」
と
し
、
「
本
質
的

な
諏
訪
の
魅
力
を
見
て
も
ら
う
と

き
に
は
、
あ
え
て
諏
訪
を
出
さ
ず

に
説
明
が
な
い
方
が
多
く
の
人
の

心
に
本
質
が
届
く
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

ま
た
高
見
さ
ん
は
「
諏
蘭
を
題

材
に
し
た
映
画
だ
が
、
ど
こ
に
も

共
通
す
る
ふ
る
さ
と
的
な
郷
愁
を

か
き
立
て
る
何
か
が
こ
の
作
品
に

は
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
．

1
1
日
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
は

ス
ワ
ニ
ミ
ズ
ム
の
石
埜
三
千
穂
事

務
局
長
と
弘
監
督
、
1
2
日
は
映
画

に
大
祝
役
で
出
演
し
た
大
和
央
宙

さ
ん
と
石
埜
事
務
局
長
、
弘
監
督

の
3
人
が
出
演
す
る
。
問
い
合
わ

せ
は
同
館
（
電
話
0
2
6
6
・
2

2
・
2
7
7
3
）
へ
。


